
今
年
か
ら
開
通
し
た
ふ
る
さ
と
林
道
湯

ノ
沢
線
の
沿
道
に
、
 

硫
黄
の
香
が
漂
う
冷
泉
が

湧
き
出
て
、
そ
の
上
に
地
蔵
尊
と

五
輪
塔
な
ど
を
安
置
し

て
い
る
地
蔵
堂
が
立
て
ら
れ

て
い
て
、
 

木
々
に
囲
ま
れ
た
湯
乃
洋
冷
泉
が
あ
り
ま
す
。
 

言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
今
か
ら
約
三
七
〇
年
前
の
江
戸
時

代
初
期
、
名
の
あ
る
武
将
が
再
起
を
図
る
た
め
こ
の
地
に
住

み
つ
い
た
が
亡
く
な
り
、

こ
の
墓
と
し
て
建
立
し
た
の
が
始

ま
り
と
さ
れ
、

以
来
場
所
を
転
々
と
し
て
現
在
の
場
所
と
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

冷
泉
が
各
病
に
効
く
と
い
う
こ

と
か
ら
昭
和
初
期
に
は
、

沸
か
し

湯
で
宿
舎
経
営
が
行
わ
れ
相
当
な

賑
わ
い
を
み
せ
て
い
た
そ

う
で
す
。
 

県内では採取できない石の五輪塔と

境内を案内してくれた棟方ハョさん 

昔から皮膚病や胃腸病に効くとい

うことで、ペツトボトルやポリタン
クを手に冷泉をもらいに来る人の後

が絶えない。 
湯治用の風呂場があり、今では、 

土用の丑の日に一日中お湯を沸かし、 

―般の人でも入れるようにしている。 

, 

修業地を表していると
いわれる、横一本の鳥居 

生前、古川キンさんは医師にも見放される病気だったが、 
―人この池で水行をし奇跡的に全治した。 

以来20数年間、境内の草むしりや修業の指導にあたり、 

この功績をたたえた碑が建てられている。 騒範 
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と 

讐務銀 
宛‘、 

子育で講演会 極 

ソ” 
ノ 	’ 

で き こ 

嘉瀬子ども会 r虫送りJ 
6月 8日、嘉瀬地区で嘉瀬子ども会育成連合会（会長＝白

川春左衛門）と嘉瀬子ども会（会長＝山中淑美）が主催した 

「虫送り」が行われました。 

今年で16回目となる同会での「虫送り」 は、ぬけるような

青空の下で56人が参加して嘉瀬公民館での出発式の後、低学

年のたち振隊を先頭に子ども獅子隊・子ども荒馬隊・楽団

隊・大人荒馬隊が同地区を練り歩き、各神社の前で夜遅くま

で練習した踊りを奉納。途中、各家の庭先でも踊りを披露し

て「無病息災」「豊年万作」を祈願しました。 

r、 自転車安全教室開催 
金木自動車学校で 6月15日、金木小学校（校長＝斉藤憲治） 

の 3年生と父兄ら92人が参加した自転車安全教室「親子の集

い」が開催されました。 

同校では 3年生になると自転車に乗ることが許可されるこ

とから、交通事故に遭わない・起こさないための自転車安全

利用を学んでもらおうと毎年同教室を行っています。 

道路に見立てた設定コースで、自動車学校職員の指導のも

と、標識の見方や右左折時の注意点などの説明や横断等の危

険性を観察した児童たちは、交通安全を誓っていました。 

郵便局ワンス卜ップサービス開始 
町と金木郵便局（局長一山中敬三）は 6月24日、郵便外務

職員による同サービスとして、無償で行われる高齢者の生活

状況確認・廃棄物不法投棄の情報を提供する業務委託と、道 
／一、 	ロ女ノブ、士昌‘昼生,rl害キロカスkt缶d~z＋左中えンま主立士 1 士 1 ナ， 

踏のI貝1易寺の‘晴粉文を父I畏丁b協足を柿結しまし7こ0 

7月 1日から行われたこのサービスにより、町で指定した

高齢者宅への配達時の声かけや配達途中で道路やその周辺で

異常があった場合、担当課へ報告が行われます。 

当日、役場を訪れた山中局長と鳴海町長は、調印を交わし

てサービスの成果に期待していました。 

Z 

親子ふれあいのHr子育て講演会I 

~ 
金木幼稚園（園長＝片岡八千雄）では親子ふれあいの日と

して 6月29日、テレビ番組で金八先生のモデルとなった坂本

光男氏を講師に迎えた子育て講演会が行われました。 

講演会は『今、子育てに大切なもの』と題して行われ、坂

本氏は「できることを増やしてほめてやる」「安心ということ

が子どもにとって一番大切」ということを受講者とのゲーム

を取り入れながら講演しました。 

受講したお母さんは「親として、自分の子育てに見直すこ

とが多かった。」と話していました。 

広報かなぎ（8) 



ま ち一ー 
町少年駅伝チーム 駅伝大会を制す 

6 月30日、田舎館村役場前を発着点とした特設

コースで開催された第 7 回田舎館城下少年駅伝大

会において、町少年駅伝チームが男子部門で優勝

を果たしました。 

津軽各地から男子10チームが参加した今大会で、 

1人 2 キロの 7 区間を上位でたすきをつないだ町

チームが総合時間51分37秒46の記録で大会を制し

ました。また、川倉小の梶浦陽平くん、金木小の

外崎嗣騎くん・桜庭健太くんが区間賞を受賞し優

勝に貢献しました。 

出場選手は下記のとおりです。 

平
輔
弥

陽

大
卓
 

浦

藤

川

梶

工
平
 

区

区
区
 

1
4
7
 

．
 
●
 
・
 

（川倉小） 

（川倉小） 

（嘉瀬小） 

.2区 福士 大志（金木小） .3区 今 涼二（喜良市小） 

.5区 外崎 嗣騎（金木小） .6区 桜庭 健太（金木小） 

町連合PTA研修会開催 
今年で7 回目となる町連合PTA（会長＝斉藤司）の研

修会が 7 月 6 日、中央公民館で開催されました。 

研修会では、育児についての講演が行われ、講師の佐藤

秀樹氏（こどものくに保育園々長）は自分の子育てや保育

士としての経験などをまじえながら育児のあり方について

講演しました。 

参加者は 「育児の難しさを再確認しました。またこのよ

うな機会があれば参加したい」 と話していました。 

また、木下教育長から学校週 5 日制について町の取り組

みや学校統廃合の現状につての報告が行われました。 

      

 

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
亡
く
な
っ
た
と
き
は
、
 

遺
族

の
方
は
す
み
や
か
に
「
年
金
受
給
権
者
死

亡
届
」
を
町
役
場
か
社
会
保
険
事
務
所
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
 

こ
の
「
死
亡
届
」
 
に
は
、「年
金
証
書
」
 
の
ほ

か
、
死
亡
の
事
実
を
明
ら
か
に
で
き
る
書
類
（
戸

籍
抄
本
、
死
亡
診
断
書
な
ど

）
を
添
付
し

て
く

だ
さ
い
。
 

こ
の
届
出
が
遅
れ
ま
す
と
年
金
を
多
く
受
け

取
り
す
ぎ

て
、
あ
と
で
返
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な

く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
死
亡
し
た
方
が
受
け
取
れ
る
は
ず
で

あ
っ
た
年
金
額
が

あ
る
場
合
は
、

死
亡
当
時
そ

の
方
と
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
た
①
配
偶
者
、
 

②
子
、
③
父
母
、

④
孫
、
⑤
祖
父
母
、
⑥
兄
弟

姉
妹
の
順
で
未
支
給
年
金
を

請
求
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
 

こ
の
場
合
「
未
支
給
・
左
太
立保
険
給
付
請
求
書
」
 

に
「
年
金
証
書
」
、
「
戸
籍
謄
本
」
と
年
金
を
受

け
て
い
た
方
と
請
求
者
が
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
書
類
（
住
民
票
等
）
、
請
求

者
名
義
の

口
座
の
通
帳
等
を
添
え
て
、

町
役
場

か
社
会
保
険
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き
は

届
出
を
忘
れ
ず
に
 

圏
民
年
金
 
」局
り
包
 

」
ー
 『
ー
 rし
し
r二
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以前実施した育児アンケート調査から、予防接

種についてのご意見・ご要望を頂きました。それ

について、町の現状を交えながらお伝えします。 
予防接倉/Jc4つLll 

 

 

個別通知について 
金木町では、予防接種の対象者全員ノ＼毎回の個別通知に対応出来ないのが現状です。 
現在の通知方法としては①お知らせ版②予防接種年間計画表の配布を実施しています。仕事をしているお母さん

方から「年間計画・予定を知りたい」という声が多く今の通知方法になりました。諸事情により時間や日程を変更
する場合は、対象者全員ノ＼その旨を個人通知及びお知らせ版を利用してお知らせしています。お子様が予防接種対
象年齢の期間は、毎回お知らせ版を見て下さるようお願いします。 

前年度対象で未接種の方ハ、は、個別通知で接種のお勧めをしています。そのうち実際に接種に来られる方は1-
3割程度の現状があります。 

接種費用を無半斗にして欲しい 
町で行っている予防接種は予防接種法で定められた定期予防接種（三種混合・ポリオ・麻疹・風疹・日本脳炎、 

結核予防法によるBCG）を実施しており、費用は全て町で負担しています。（※定期予防接種でも、接種対象年齢
を過ぎると自己負担となります。） 

予防接種には任意予防接種（インフル工ンザ・おたふく・水痘・B型肝炎）もあり、これは保護者の意向で接種
は自由ですので個人で受けて頂きますので、町の負担の制度はありません。 

予防接種の方法について 
現在金木町では、定期予防接種は指定した日時・場所に集まり全て無料の「集団接種」を実施しています。金木

町で乳幼児定期予防接種に対応できるのは公立金木病院小児科で、医師及び看護師の勤務体系からすると現状の接
種形態が一番良い方法のようです。 

個別接種について 
定期予防接種を「集団接種」から「個別接種」に切り替える事で、接種費用を負担して頂く事が必要になります。 
個別接種を実施する事になると、1人の子どもにかかる接種費用が高くなり、現在の予算では対象者全員に接種

してあげる事が出来なくなり、保護者の方に接種費用を負担して頂く事が必要になります。又、個別接種の方法に
なると公立金木病院は対応出来ないため小児科が多くある五所川原市ノ＼毎回足を運んで頂く事になります。 

対象月齢が遅い 
H12年度は、接種調整期間であった事から、対象月齢が遅かった部分がありました。昨年ー今年は大体標準月齢

で設定し、優先させた方が良い予防接種について配慮し、対象者の予定を計画しています。 

午前中に予防接種を実施して欲しい 
病院では午前中に外来患者の診察をしています。午前中に外来患者と一緒になると元気な健康な子どもが他の病

気に感染してしまう事があるという医師の配慮から午後の接種となっています。 

予防接種開始時間を早，くして欲しい 
現在の開始時間は、13時30分からとなっています。金木病院小児科では医師が1人で外来診察から入院患者及び

急患に対応しています。このため接種開始を早めることは診察に影響することになります。接種開始時間で出来る
限り早い時間にしています。 

待ち時間が長い 
接種開始から1時間～1時間30分位でほとんど接種は終了していますが、日によって接種者数が変わる事で、待

ち時間が左右される事があります。待ち時間が長い事にニル、てはどうぞ御理解頂ければ幸いです。 
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整形外科 

横 山 隆 文 

金木病院カルテ ぬ196 、 

響費の‘、 
人
間
の
体
に
は
お
よ
そ
二
百

個
の
 
「骨
」
が
あ
り
ま
す
。
「骨

折
」
は
こ
の
骨
が
壊
れ
た
状
態

で
す
が
、
高
齢
者
で
は
骨
折
を

起
こ
す
場
所
が
ほ
ぼ
決
ま
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
高
齢

者
は
転
倒
し
や
す
く
、
そ
し
て

骨
粗
髪
症
（
こ

つ
そ
し
ょ
う
し

ょ
う
）
の
あ
る
こ
と
が
多
い
た

め
で
す
。
 

高
齢
者
は
歩
幅
が
狭
く
足
を

十
分
に
持
ち
上
げ
て
歩
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
ち
ょ

っ
と
し

た
段
差
な
ど
で
つ
ま
ず
き
や
す

く
、
 一
度
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て

し
ま
う
と
、
そ
れ
を
立
て
直
す

こ
と
が
で
き
ず
、
簡
単
に
転
倒

し
ま
す
。
 

転
ん
だ
時
に
ど
こ
を
ぶ
つ
け

る
か
で
、
当
然
、
骨
折
の
場
所
 

も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
手
を

つ

い
て
転
ぶ

と
、
手
首
の

骨
折
 

（桃
骨
遠
位
端
骨
折

】
と
う
こ
つ

え
ん
い
た
ん
こ
っ
せ
つ
）
が
、横

に
転
ん
で
腕
か
ら
肩
を
打
つ
と

肩
の
骨
折
（
上腕
骨
頚
部
骨
折

一

じ
ょ
う
わ
ん
こ
つ
け
い
ぶ
こ
っ

せ
つ
）
、後
向
き
に
転
ん
で
尻
餅

を
つ
い
た
り
背
中
を
打

つ
と
背

骨
の
骨
折
（
脊椎
圧
迫
骨
折

】
せ

き
つ
い
あ
っ
ぱ
く
こ
っ
せ
つ
）
 

が
、
そ
し
て
、
横
向
き
に
お
尻

を
打
つ
と
足
の
付
け
根
の
骨
折
 

（
大
腿
骨
頚部
骨
折

一
だ
い
た
い

こ
つ
け
い
ぶ
こ
っ
せ
つ
）
を
生

ず
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
 

榛
骨
遠
位
端
骨
折
 

（手
首
の
骨
折
）
 

手
を

つ
い
て
転
ん
だ
時
に
お

こ
り
ま
す
。
こ
の
骨
折
を
起
こ

す
と
、
痛
み
の
た
め
自
分
で
は

手
首
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
ず
、
 

良
い
方
の
手
で
手
首
を
押
さ
え

た
状
態
を
と
り
ま
す
。
折
れ
た

場
所
の
ズ
レ
が
大
き
い
場
合
に

は
、
手
首
が
変
形
し
て
い
る
の

が
分
か
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
 

治
療
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
見
な

が
ら
骨
の
形
を
元
に
戻
し
て
ー
 

ケ
月
く
ら
い
ギ
ブ
ス
で
固
定
し

ま
す
。
ズ
レ
が
ひ
ど
い
場
合
に

は
簡
単
な
手
術
を
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
最
終
的
に
は
そ
 

れ
ほ
ど
後
遺
症
を
残
す
こ
と
も

な
く
、
元
の
生
活
に
戻
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
 

腕
骨
頚
部
骨
折
 

（
肩
の骨
折
）
 

横
に
転
ん
で
打
撲
を
し
た
と

き
に
お
き
や
す
い

骨
折
で
す
。
 

自
分
で
は
腕
を
動
か
す
こ
と
が

で
き
ず
、
腕
を
体
に
つ
け
た
ま

ま
で
良
い
方
の
手
で
痛
み
の
あ

る
方
の
腕
を
固
定
し
た
状
態
を

と
り
ま
す
。
ズ
レ
の
比
較
的
少

な
い
も
の
で
は
四
週
間
ほ
ど
バ

ン
ド
な
ど
で
肩
を
動
か
さ
な
い

よ
う
に
固
定
し
ま
す
。
 バ
ン
ザ

イ
は
で
き
な
く
て
も
、
日
常
生

活
に
そ
れ
ほ
ど
不
自
由
を
感
じ

る
こ
と
は
な
い
く
ら

い
に
は
回

復
し
ま
す
。
 

脊
椎
圧

迫
骨

折
7
 

（
背
骨
の骨
折
）
 

尻
餅
を
つ
い
た
り
、
仰
向
け

に
転
ん
だ
り
し
た
と
き
に
起
こ

り
や
す
い
骨
折
で
す
。
腰
や
背

中
に
強
い
痛
み
が
あ
り
動
け
な

く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
痛

み
が
強
い
場
合
に
は
安
静
臥
床

と
し
、
コ
ル
セ
ッ
ト
を
装
着
し

ま
す
。
し
か
し
、
骨
粗
撚
症
の

強
い
高
齢
者
で
は
、
明
ら
か
な

原
因
が
な
く
て
も
こ
の
骨
折
を
 

生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
背

中
が
丸
く
な
っ
た
り
、
背
が
縮

ん
だ
り
す
る
の
は
こ
の
骨
折
の

た
め
で
す
。
 

大

腿
骨
頚

部

骨
折
ン
 

（
足
の
吋
け
根
の
骨
折
じ
一
 

転
倒
し
て
お
尻
を
強
く
打
っ

た
よ
う
な
と
き
に
起
こ
り
や
す

い
骨
折
で
す
。
転
ん
だ
後
で
足

の
付
け
根
を
痛
が
り
、
歩
行
が

で
き
な
く
な
っ
た
と
き
に
は
こ

の
骨
折
を
起
こ
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
（
ま
れ
に
歩
行

可
能
な
人
も
い
ま
す
）
。
 

こ
の
骨
折
は
こ
れ
ま
で
述
べ

て
き
た
三
つ
の
骨
折
に
く
ら
べ

る
と
、
重
傷
と
い
え
ま
す
。
と
い

う
の
は
、
こ
の
骨
折
は
手
術
を

す
る
必
要
が
あ
り
治
療
に
長
い

時
間
を
必
要
と
し
ま
す
。
し
か

し
そ
れ
で
も
、
前
と
同
じ
よ
う

に
歩
け
る
よ
う
に
な
る
保
障
が

あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
は
手
術
方

法
も
進
歩
し
て
、
手
術
後
早
期

に
歩
行
訓
練
を
は
じ
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
は
い

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
問
題
の
多

い
骨
折
に
は
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
 

手
術
を
し
な
い
場
合
、
た
と

え
骨
が
く
っ
つ
い
て
も
将
来
的

に
歩
く
ま
で
回
復
す
る
こ
と
は

難
し
く
、
車
椅
子
で
の
生
活
と

な
り
ま
す
。
 

転
倒
を
予
防
す
る
 

高
齢
者
の
骨
折
は
、
ほ
と
ん

ど
が
転
倒
を
契
機
に
し
て
生
じ

ま
す
。
骨
折
す
る
場
所
に
よ
っ

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
が

一

変
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
骨
折
を
起
こ
さ

せ
な
い
、
つ
ま
り
は
転
倒
を
予

防
す
る
と
い
う
意
識
が
非
常
に

大
切
で
す
。
転
倒
は
意
外
と
家

の
中
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
頻
繁
に
移
動
す
る
こ
と

が
多
い
場
所
に
手
す
り
を

つ
け

た
り
、
段
差
の
あ
る
場
所
に
は

足
が
引
っ
か
か
ら
な
い
よ
う
に

ス
ロ
ー
プ
を
つ
け
る
な
ど
工
夫

す
る
こ
と
で
あ
る
程
度
予
防
が

で
き
ま
す
。
ま
た
家
の
中
で
も

杖
を
使
用
す
る
こ
と
で
歩
行
は

安
定
し
ま
す
。
 

夜
間
、
ト
イ
レ

へ
行
こ
う
と

し
て
転
倒
す
る
ケ

ー
ス
も
珍
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
夜
間
は
特
に

足
下
が
お
ぽ
つ
き
ま
せ
ん
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。
夜
間
だ
け

で
も
使
え
る
よ
う
に
室
内
に
ポ
 

ー
タ
ブ
ル
便
器
な
ど
設
置
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

転
倒
を
完
全
に
予
防
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
ち
ょ

っ

と
の
工
夫
で
転
倒
し
に
く
く
す

る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
予
防
に

ま
さ
る
治
療
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

hl）広報かなぎ 



戸
籍
の窓
 

6月届出分 

ノ 

	

5,612人 	△ 92人 

	

6, 237人 	△ 54人 

	

11,849人 	△146人 

	

4,054 	L18 数
 

帯
 

男
 
女
 
計
 
世
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人口
と
世
尚
）
 

ー ． 一一 ．  
6 月末現在 	前牛同月比 

お
 
く
 
や
 
み
 

一
 

金
 

嘉
 

西
 
な良イ治と兼克キリ

江裁ネ衛き 雄之 ョ ツ 

88 64 82 76 80 73 58 98 75 
才才才才才才才才才 

金喜嘉金嘉川金嘉金 
良 

木市瀬木瀬倉木瀬木 

広報かなぎ個 

中古土荒松小斉工成 

川岐関川野藤藤田 

お

め

で
と

う
 

（智
映
）
金
 

ゆ
 

ゆ
 

ゆ
 

ゆ
 

ゆ
 

（
正
仁
）
嘉
 

嘉金嘉嘉金嘉金

瀬木瀬瀬木瀬木 

2002. 6.29 

新郎 中谷基予孝さん（川 倉） 
新婦 三上真智子さん（五酬馴0 

いeddinq 

ゆ
 

ゆ
 

ゆ
 

（
聡
）
 

（
佳
明
）
 

（
久志
）
 

（
直
人）
 

（
仁
）
 

（
静
哉）
中
柏
木
 

（
啓
之
）
金
 
木
 

角
田
 

遥

山
中
 

期
太

三
上
 
楓

太

津
田
早

矢
香

西

村
 
瑠
久

荒
井
 

利
来

秋

元
 
美

羽
 

ふ
う
 
が
 

成
田
 
楓

芽

石
戸
谷
美

来
 

こ
の
欄
は
金
木
町
に
住
所
を
有
し

て
い
る
方
々
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
町
民
課

窓
口
に
届
出
の
際
申
し出
て
下
さ
い
。
 

も
胃
も
g
、
g
、
“（も
g
、
“（も
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も
月も
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も
g
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い
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（旬
 

〈
●
か
な
ぎ
公
民
館
ブ
ラ
イ
ダ
ル
情
報
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、
叫
 
こ
の
た
び
、め
で
た
く
「
か
な
ぎ
公
民
館
ブ
ラ
イ
ダ
ル
」
 
（
 

叫
 （
企
画
・進
行
H

事
務
局
「
金
木
町
中
央
公
民館
」
）
によ
 
叫

叱
 り
カ
ッ
プ
ル
と
な
ら
れ
た
方
々
を
ご紹
介
い
た
しま
す
。
 
叱
 

ル
 
《”
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ノ
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乙
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★
ご
結
婚
を
ご
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
気
軽
に
金
木
 

．
 
公
民
館

（
丑
五
三ー
三
五
入
一
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

乙
 

て
事
務
局
が
手
配
いた
し
ま
す
。
ま
た
、
お
二
人
の
お
 

）
 
薙
纏
網
狸
鱈
離
舞

鴫
入
ア
ルバ
ム
 

《、
g
、
児
、
雪
、
雪
、
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、
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も

月
も
りぐ
 

』
伝
当

R板
ー
 

⑥
届
い
て
い
ま
す
 

＊
六
月
十
一
日
 

自
転
車
（
エ
ン
ジ色
軽
快
車
）
 

金
木
団
地
内
公
園付
近
空
地
 

＊
七
月
一
日
 

自
転
車
（
緑
色
婦
人車
）
 

芦
野
公
園
内
 

＊
七
月
六
日
 

自
転
車
（
銀色
婦
人
車
）
 

藤
枝
橋
付
近
住
宅
敷
地内
 

心
当
た
り
の
方
は
、金
木
警

察
署
落
し物
係
り
ま
で
 

。
係
り
か
ら
 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
た
 

い
方
は企
画
観
光
課ま
で
 

/
 

中
 

し Jとう 

中 翻 太くん 

(5 月29日生） 

山
 

lJ 	く 

荒井 利来くん 
(6月13日生） 

健康で元気に育ってほしい 早 
（母 真由美より） 

く―緒に遊べたらいいなあ 
（兄 湧太より） 

み く 	 さ や カ’ 

石戸谷 美来ちゃん 津田 早矢香ちゃん 
(6月18日生） 	 (6月15日生） 

,
 

すこやかにかわいく育って 笑顔のかわいい元気一杯の、女の 

ほしい 	（父 啓之より） 子に育ってね （母 しのぶより） 

ふう が 

成田 楓芽 
(6 月20日生） 

ふう と 

三上 楓太 
(6 月10日生） 

ん
 

ノ
、
 

ん
 

ノ
、
 

お
し

あ
わ

せ
に
 

癖
難
）
発
」
林
 

（
長
内
 

優
（
富
条
）
五所
川
原
市
 

「
山
中
 
鏡
子
（
武
造
）
嘉
 
瀬
 

寵

麻
竺
麗
＼里
嚇
 

爵
麟

髪
驚
細
 

(
m勢
難
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（
 

倉
馴
難
（
筑
幕融
 

露
賛
琵
炉
呼
 

翁
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報
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騒
 

《
 元気で丈夫に育ってくれた 

ら・・・。 	（祖父 俊夫より） 
兄弟、仲よくね 

（母 竹子より） 
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